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指定管理施設評価委員会 結果の概要 

 

本報告書は、特別区人事・厚生事務組合（以下「組合」という。）が設置する厚生

関係施設の管理運営状況について評価し、結果について報告するものである。 

 
近年、厚生関係施設の利用者の多様化に伴い、支援において取り組むべき課題も

また多様化・複雑化し、行政と施設間の緊密な連携強化を図っていくことが求めら

れている。特別区の負託に応えるためにも、いままで以上に利用者に寄り添った効

果的な施設運営のあり方が求められている。このような状況を踏まえ、平成３０年

度に特別区長会での了承を受け、平成３１年度からは、施設における人員加配置等

を実施している。 
その一方で、近年は新型コロナウイルス感染症の影響により財政面の厳しさも想

定されることから、施設の適切な利用の促進や効率的な運営も求められる。  
平成１８年度の指定管理制度導入後１５年を超え、多くの施設で現指定管理者に

よる指定管理が継続し再更新となっている現状ではあるが、競争性、客観性及び公

正性を担保した指定管理期間における実績に対する評価に加え、今後も引き続き運

営できる力量があるかという視点にも重きを置き、今年度、指定後５年目となる施

設の更新可否について評価を行った。 

評価委員会における評価の結果、更新対象となる指定後５年目となる４施設につ

いては、いずれも『Ａ』の評価となった。よって、施設の設置目的を効果的かつ効

率的に達成しているとともに、今後の運営についても引き続きこれを期待できると

認められ、更新するに相応しいものと評価する。 

しかしながら、一部の項目には改善の余地がある。これらの点については、施設

ごとに改善を求める項目を提示し、指定管理期間として更新する今後５年間におい

て、定期的に改善状況の報告を求め、その実施状況を確認することが望まれる。 
特に令和２年度以降は、新型コロナウイルスの影響により多くの事業や行事につ

いて従来の手法による継続が困難になっている。徐々に各施設で工夫した取組みが

行われ始めているが、今後もより一層、実施方法や内容を工夫することで、継続的

に実施していくことが求められる。 
また、今年度は財務の健全性の観点で全ての法人において「普通」以上の評価と

なった。しかしながら、今後も新型コロナウイルスが社会に与える影響は不透明で

あり、引き続き安定的な施設運営の視点から、適切な法人運営と財務状況の一層の

改善が望まれる。 

組合においては、この結果も踏まえながら、利用者サービスの向上とともに指定

管理施設の効果的かつ効率的な管理運営のため、指定管理者と連携を強め指導して

いく必要がある。  
 

令和４年１０月２０日 

 

             特別区人事・厚生事務組合 

指定管理施設評価委員会 委員長 岡 部  卓 
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Ⅰ 評価対象施設 

組合が設置し、指定管理者が管理する厚生関係施設について、「令和４年度指

定管理施設評価等実施方針」（以下「実施方針」という。）に基づき、次の施設

区分のもと評価を実施した。 

 

【評価対象施設区分】 

Ａ区分施設 指定後５年目施設（令和４年度指定期間満了施設） 

更生施設  浜川荘、淀橋荘 

宿所提供施設  淀橋荘 

宿泊所  赤羽荘 

 

Ⅱ 評価対象施設区分の評価等実施内容 

 １ Ａ区分施設（指定後５年目施設） 

指定管理者による平成３０年度以降の運営実績及び運営体制等について確認

を行い、条例に基づく指定期間満了後の指定継続の可否について、評価を行う

ものである。 

なお、更新の可否に関する基準は以下のとおりである。 

（１）実施方針２の(1)の①のアに該当する公募に基づき指定した施設（対象施設

なし）は、総合評価が『Ｂ』以上（基準６０％を超える）をもって、更新

対象施設とする。 

（２）実施方針２の(1)の①のイに該当する公募によらずに継続指定した施設（更

生施設浜川荘・淀橋荘、宿所提供施設淀橋荘、宿所提供施設赤羽荘）は、

総合評価が『Ａ』（基準８０％を超える）をもって、更新対象施設とする。 

 

Ⅲ 評価の方法 

  事業実績や調査結果に基づき、以下の項目について評価を行った。 

１ Ａ区分施設（指定後５年目施設） 

（１）施設運営状況評価 

  ・保護施設共通事項 

  ・更生施設（宿所提供施設）の管理運営 

  ・会計関係等チェックシート 

 （２）管理運営能力評価（運営実績等） 

   ・入退所状況等 

   ・その他事業実績 

・支援機能強化及び地域連携 

   ・経費の執行及び費用徴収状況 

   ・事故及びトラブル発生状況 
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 （３）管理運営能力評価（運営体制等） 

   ・運営体制 
   ・職員と組織の能力向上への取り組み 
   ・利用者支援に関する規定、プログラム・マニュアル、具体的な支援内容 
   ・法人財務の健全性  
   ・東京都指導検査結果、情報公開の状況  

（４）福祉サービス第三者評価 

  ・利用者調査結果に対する総合的な感想 

  ・利用者調査結果（個別アンケート結果） 

  ・組織マネジメント 

  ・サービス提供のプロセス 

  ・サービスの実施項目 

  ・取組状況及び全体講評 

（５）現地調査・施設ヒアリングの実施（事業実績、決算報告等の確認及び    

施設の現状の把握、課題等への対応についての協議等） 
 

Ⅳ 評価経過 

日 程 事  項 

１０月２０日 評価委員会 

○委員長選任 

○指定管理施設評価等実施方針について 

○施設調査結果について 

○評価について 

○評価委員会報告書決定 
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Ⅴ 総合評価 

 １ Ａ区分施設（指定後５年目施設） 

Ａ区分施設４施設の総合評価の結果は、更生施設浜川荘及び淀橋荘、宿所提

供施設淀橋荘、宿泊所赤羽荘を『Ａ』と評価した。 

この結果、指定管理期間が満了となるＡ区分施設について、組合保護施設条

例第１１条第３項及び組合宿泊所条例第１２条第３項の規定に基づき、指定期

間満了後の指定継続について、当該施設の設置目的を効果的かつ効率的に達成

していると認められるため、指定期間満了後の指定継続を妥当とする。 

 

２ 評価結果 

   評価対象施設区分による評価結果は、次のとおりである。 
  

 （１）Ａ区分施設（指定後５年目施設）の評価結果 
 

施設種別 施設名 

区分評価 

総合評価 施設運営 

状況評価 

管理運営能力 

(運営実績) 

管理運営能力 

(運営体制等） 

福祉サービス 

第三者評価 

更生施設  

浜川荘 
『ａ』 

98.3％ 

『ｂ』 

75.3％ 

『ａ』 

92.0％ 

『ａ』 

82.0％ 

『Ａ』 

84.9％ 

淀橋荘 
『ａ』 

100.0％ 

『ｂ』 

78.0％ 

『ａ』 

82.7％ 

『ａ』 

92.7％ 

『Ａ』 

86.3％ 

宿所提供 

施設 
淀橋荘 

『ａ』 

100.0％ 

『ａ』 

83.3％ 

『ａ』 

88.7％ 

『ａ』 

96.7％ 

『Ａ』 

91.3％ 

宿泊所 赤羽荘 
『ａ』 

97.5％ 

『ａ』 

89.2％ 

『ａ』 

83.3％ 

『ａ』 

92.0％ 

『Ａ』 

88.9％ 

 

（２）新たな指定管理期間における課題について 

各施設における取り組みを評価し、総合評価は『Ａ』とした。一方、全体と

して経験豊かな職員が減少する中で、基盤となる倫理観や基本的な知識を常に

保持し、職員の職務に関する知識及び技術その他必要と認められる事項につい

て、その向上を図るための措置を講じ、不断の支援の向上・改善に努めること

が必要である。 

ついては、別添「評価総括シート」のとおり、「取組を評価する点」の今後

さらなる伸張・充実を図ること、「改善が望まれる点」においては今後の指定

管理期間において、施設及び法人として速やかかつ確実に改善に取り組まれ、

組合としてもその経過及び結果を確認することを求める。 


